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要約  

 

	 本論文は、日本の「かわいい」文化のマイナス面に焦点を当て、「かわいい」の社会的意

味、とりわけ日本の若者がどのように「かわいい」と向き合っているか、「かわいい」はど

のようなものとして存在しているかに関しての考察をしている。 

	 第 1章では、日本の「かわいい」文化が好きという留学生Mさんにインタビューを行っ

た。Mさんは日本の「かわいい」を非常に楽しみながら、一方で外国人として、日本人の

「かわいい」文化に関して、「何にでもかわいいと言う」「日本人はかわいいに価値を見出

すが、アメリカではかわいいは幼くネガティブなイメージ」などと指摘してくれた。そこ

で第 2章では、Mさんへのインタビューを通して浮かび上がった疑問点や問題点に関して

の先行研究、そして日本と諸外国における「かわいい」という言葉や概念に関する先行研

究を紹介する。それを踏まえ、第 3章においては、本論文における問題点や着目点を整理

する。第 4章ではそれらの点を中心として留学生へのインタビュー調査を行った。Mさん

のインタビューでも挙がったように、日本人が「かわいい」に大きな価値を見出すのは、

自立や成長を重んじる外国人から見ると異様で、また日本の女性の多くはその価値観にと

らわれているように思えるといった指摘があった。第 5章では、前章の留学生からの指摘

を踏まえ、日本人学生に対するアンケート調査とインタビュー調査を実施している。最後

に第 6章では総括として、インタビューやアンケートを通して見えた「かわいい」につい

ての考察を行う。外国人留学生のインタビューからは、前述のような「かわいい」の「歪

み」が存在していることが分かった。また、日本人への調査から、日本の若者が「かわい

い」を非常に身近な意味として捉えており、それゆえに「かわいい」になれない自分に苦

しんでいる現状もあるようだ。 
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